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要 旨 近年ファイパーアートの世界にその表現手段として不織布， フ且ノレトなどの織らない布が多

く使用され効果をあげている。 中でもフエノレトの作品はいずれもフェノレトの厚みを利用したものが多

L、。(図 1 ， 2) 
筆者は数年前から， この不織布やフエノレトを使った作品に関心を持ったが， 既成のフZノレトに飽きた

らず手作りによって新しいフエノレト製作を試みるべく実験を重ねた。 元来ブエノレトは「厚みのあるもの」
とし、う概念があるが， 素材を扱ううちに簿さに対して興味がわき， í透けるような軽やかなフ且ノレトは

可能であろうか? Jとし、う考えに至った。 そのためにフェルトの素材である羊毛に他の素材を加え， 従
来見られなかったマチエーノレのフェルトを製作した。 製作にあたり， フエノレトの手法を調べてみたがフ

ェルトに関する歴史的文献は少なく， 古い民芸的な技法も殆んど伝えられていないため， わずかに残る
中央アジア， スウェーデン， イランなどで現在でも行われている手法を参考にした。 更に不織布の触感
を意識して従来のフzノレトには見られない意匠フェノレトを試みた。

今回はこの意匠フェノレトを製作し， その技法を基に異素材との効果による装飾性， 布としての可能
性， 問題点などを述べてみる。

I は じ め に

フニ乙ルトは織物の歴史以前から使われており

古い歴史を持つものである。 しかしフェルトの

イメージは一般には浮み， 暖かさが主なもので

あり現在その需要は圧搾， ハンマー， 中自体フェ

ルトなどに留まっている。 このフェルトは広義

の意味で、の不織布で、あるが， 現在広く使われて

いる不織布は1920年代に発明され色々な用途に

井h、られていることは周知のとう りである。

今回この不織布の特性を調べこの利点を応用

して手法によるフェルトを製作した。 ブニ乙ルト

の特性は上記のよう に暖かさや厚みであるが，

このフェルト地を薄く軽やかな布地にするため

に羊毛に異素材を結合させた。 その結巣この異

素材との組み合わせがフェルトに透明 感を与え

*本学講師 織物
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薄さの中に立体感を持たせ， 一般に市販されて

いるフェルトのイメージとは違う 布地ができあ

力三っTこ。

今回はこの布地製作の工程を基に装飾布とし

てのフェルトについて考察してみた。

豆 フェルトについて

フェルトとは獣毛(羊毛， 山羊毛， 酪舵毛，

兎毛など) の繊維をシート状にして， 互いに絡

み合わせて布状にしたものである。 フェルトを

作ることを英語でフLルティング(fe1t ing) と

いう が， フェルトのよう に獣毛がもつれ絡む現

象もフエルティングという 。 日本語では「ブコニ

ルトする」とし、う 言い方をする1)。

このよう にフェルトは， 獣毛の縮械現象を利

用して作られたものである。 縮織とは毛織物を

石鹸液に浸してよくもむと布隠と長さが収縮し

織目が密になり， 繊維がもつれあって糸と糸と
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の間をふさぎ布面で絡み合って表簡を被う 現象

である。 英語ではミリング( milling) あるい

はフリング( fulling) という 2)。 この現象は獣

毛の繊維が鱗状のものて、被われ， 摩擦差効果が

ありまた定方向運動を起こしやすいためと言わ

れている。 そのためフ且ルト作りには， 繊維の

集まりかたを加減することにより， 希望の形

体， 寸法厚さ， 密度のフェルトを得ることがで

きる。 しかし普通の織物地のよう に薄地のもの

はできにくい。 一般にフェルトは厚地で弾力が

あり， クッション性に富み， 保温力が大で， 音

を吸収する働きもあり， 種々の用途に用いられ

ている。

現在フェルトはその形体から分類すると次の

3穫に分けられる。

〔圧搾フェルト〕

1 mmから数cmまでの厚さにシート状にし

たフェルトで， 国さも用途に応じ各種ある。 用

途は， 靴， スリッパ， 袋， カパン， 毛髭， テー

フソレ掛け， 衣料， 断熱材， 吸音材， フィルター

( 瀦過材)などである。

〔帽体フェルト〕

摺鉢状に作られており， 帽子製作のための帽

体として使用する。

〔 ハンマーフェルト〕

ピアノの ハンマー( 桜)のクッションとして

用いるシート状の上質のフェルトである。 低音

部から高音部まで， 各音階に適した比重になる

よう に作られている3)。

以上は， 圧縮フェルトであるが， その他に織

フェルトがある。 これは一種の紡毛織物で織り

上った布を縮織と起毛の工程を施したものであ

る。 一般に整理用機械に使用される。

フェル卜がし、っ頃から作られていたかは， お

そらく織物の麗史以前と忠われている。 人間が

糸を紡ぐ技術を会得するまでの長い間， 羊毛を

はじめその他の動物繊維をほぐし， 織らない布

を身にまとい敷物として用いていたと考えられ

る。 しかし， 繊維が絡みあっただけのフェルト

は耐久性が低く， 湿気や害虫により原形を留め

ているものはほとんどみられなし、。 そのためフ

ェルトの考古学的な資料は非常に乏しい。

これら乏しい資料の中で， 現存する最古のフ
ェルトは， コベンハーゲンの博物館にある暢子

で紀元前1 800年頃のものとされている。 また，

1929年から194 9年にかけて北方ユーラシア， ア

ルタイ山中( ソ連:アジア南部)パジリクの墳

墓から紀元前500年から400年頃の色付フェルト

で模様をアップリケされた大型フェル卜布， フ

ェルト製長靴下， 帽子， カフタン( 上着)など

( 288 ) 
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図 3 正倉続御物毛髭

図 4 ユルト

が発見されている。 それらは現在， ソ連エルミ

タージュ樽物館に収められているの。 日本では

「臼本選紀」に艶(おりかも)， 毛製品の記事が

ある。 これは紀元552年欽明天皇(29代)が百
もうせん

済の聾明王から献上されたもので， 毛援として

は最も古く， 正倉院の御物として現在に伝わっ

ている。 この手法はフェルト地に色フェルトを

象絞して模様を表現したものである5)0 (図 3 ) 

フェル卜の起源には説話も多く， 次にあげる

ものもその一つである。

(289 ) 

ロー マのフェルト帽子製造業者は「守り神」

としてクレメント聖人を祭っている。 聖 人がロ

マからの旅の途中足に豆ができ， 兎の毛皮を

サンダルの底に敷き， その毛皮がフェル卜した

ためである。 別の例では， ノル マンジーの カエ

ンでロベール一世( ? �1035年) 時代， 聖 人が

巡礼に行く途中新しいサンダルで、立がで、き羊毛

を詰めて歩いたら， フェルトができていたとい

う 話などがある6)。

現在フェルトは， 中央アジアではユルト

(戸1ft)， イランでは ナ マヅド( namad)， ヨー

ロッパ北部ではトーブニング(tvättning) と

し、われL、ずれも原始的手法により作られてい
る。 それらの作り方には地域により多少の差が

みられる。

ここで、ユルト， ナ マッド， トーブニングの製

法を下記にしるす。

〔ユルト〕

ユルトは包(パオ)ともし、う 。 包とは中央ア

ジアのモー コ人， チュルク族などの遊牧民が使

う 円形の移動式テントのことで， ドーム状に枠

組し， その表面をフェルトで被ったものであ

る7)0 (図4 ) 

作り方は羊毛を洗ってよくほぐし， その羊毛

を水で混めらせ， 経の上に均等に積み重ねる。

その建を固く巻き紐で縛り， その一端を馬の鞍

に結ぶ。 そして馬を走らせ振動する摩擦熱によ

りフェルトさせて作るという ものである。

〔 ナ マッド〕

イランではフェルトのことを ナ マッドと言

う 。 染色してほぐした羊毛を賀子に置き， 少量

の水と， 弱アル カリ性粉末を撒く。 そのよに更

に羊毛を積みあげ， 水と弱アル カリ性粉末を撒

く。 策予を巻き木綿布をそのよから， くるむよ

う に巻き， 回く紐で縛る。 それを足で蹴りつけ

て圧縮作業をする。 一度広げ， 模様などがある

場合は点検し， 石鹸水の泡を撒き， 手で泡を擦

り込みこれを繰り返す。 さらに巻きなおして問

様の工程を繰り返す。

〔トーブニング〕

ヨーロッパ北部， 特にラップ 人の間で作られ
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ている方法で， 羊毛を洗いながらフェルトして

いく技法を言う 。 米脱脂羊毛をほくAし， 均一に

並べその上に木綿布をのせ， 高温の石鹸液をか

けながら叩き， この工程を繰り返す。

以上フェルトについての概要を述べたが， 次

に今回の製作のきっかけとなった不織布の性能

及びその特性を記してみる。

彊 不織布について

不織布とはNon-woven fabricと言われるよ

う に， 広義には「織らざる布」つまり， 織りを

はじめ編み， 縮械などの方法によらないて、繊維

を布状にしたものを言う 。

不織布とフェルトの相違点は， フェルトが繊

維を絡ませてプレスしたものであるのに対し，

不織布は繊維を接着剤によって結合させたもの

である。

この不織布は1920年代， ドイツのフェルト業

者がフェルト， 紡毛， 毛屑などを接着剤で固め

安価なフェルトの代用品を作ったのが始まりと

言われている。 その後1930年頃から米国で作ら

れ軽くて， 保温性があり， 丈夫でしかも薄くも

なるという ， これらの要求を満たすものとして

注目されだした。

わが閣における不織布は1954年頃から研究さ

れはじめ， 1956年より実用化されている。 米国

ではこの不織布は「使い捨て製品jとして始ま

ったが， 当時の 日本の状況は， 今 日のよう に使

い捨ての観念はなく， まず洋服の芯地として始

まった。 現在ではわが国でも米国と開様「使い

捨て製品」としても浸透し， 工業用材， 家庭用

毘療用， 衣料用等， その用途は多方面に及んで

いる。

不織布の特性としては， 低 コ スト， かさ高性

(軽量)， 外観， 触感の多様性(紙状からフェル

ト状， 織布状)， 強力の範聞が広い， 通気性が

大である， 縫製加工に各種の手段が用いられる

等があげられる。

(290 ) 

N 意匠フェルト製作

製作意国
軽くて薄く， 透けるよう な布地をイメーシし

現在も各地で、行なわれているフェルト技法を装

に， 不織布の特性を参考にして意匠フェルトを

製作した。 素材は羊毛の他， ナイロンチュール

や真綿を組み合わせ薄さと軽さの限界に挑戦し

た。

製作方法

材料と用具

準 備
① 羊毛は染色してほぐしておく。

② ナイロンチュールは染色しアイロンをか

けて， しわを取る。

① 10枚の角真綿を染色し型を整えて一枚ず

つはがしておく。 はがした真綿をそれぞれ

16等分に切る。

④ スダレは素材を巻き取るために使用する

が葦製のものが最も適している。

竹製や木製の スダレは羊毛がはがれにく

く， また竹や木の色が落ちるなどの欠点が

あり， 淡色羊毛を使用する場合には不向き

である。

スタ\レの大きさは縮み分を考え， でき上

り寸法の15%の余裕が必要である。

女また淡色羊毛を用いる場合， スダレを閤

定した糸から色が落ちるため熱湯の中で 2

�3回洗う 必要がある。

製作工程
① 王子らなところにビニールを敷き， スダレ

を広げる。 そのよにほぐした羊毛を1/ 3 程

度置く。 羊毛は全聞を均一に広げておく。

その場合， 置き方は全面に流れを感じるよ

う に置く。 (悶7)

② ①の上に ナイロンチュールを置く。 両端

を持ち， 真上から静かに置き最初に置かれ

た羊毛が動かないよう にする。 (図 8 ) 
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① ②の上に羊毛を①と同様に1/ 3程度均一
に広げて置く。

④ 真綿は①の上に均一に間賠をあけて置

く。 (図 9 ) 

① ④の上に真綿がはがれないよう に残りの

学毛を置く。 これは真綿を付着させるため

のものである。 羊毛は， ただ置くという の

ではなく①と同様に流れるよう な動きを表

現しながら置いてし、く。 全体を点検し， 羊

毛が置き足りないところには付け加える。

均一でありながら毛足のある羊毛の流れが

美的に見えるよう に置く。 また， 真綿は羊

毛の流れの効果を助けるよう に置いてい

く。 (岡10)

⑥ マルセル石鹸と洗濯用粉末合成洗剤を全

体に撒く(50 g 程度)。 この時， ス夕、レの

真綿準備 図(部分)図6
羊毛(スーパーファインメリノ) 50 g 

ナイロンチューノレ(ソフトチューノレ)
85 cm X 65 cm， 10 g 

主主綿(角真綿) 10 g 

針状マノレセノレ石鹸 100 g 

洗濯用粉末合成洗剤 100 g 

スダレ(葦製) 95 cm X 125 cm 

EVA樹脂製長靴

紐(麻糸)
ビニーノレ製敷物

( 291 ) 

120 cm X 150 cm 

表-1 材料と用具
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下へ粉末石鹸が多少こぼれ落ちるが， 学毛

はこの程度の薄さが適している。 羊毛の最

が多すぎると石鹸はこぼれ落ちない。(函

11) 

⑦ スダレの端から闘めに巻き込んでし、く。

その際， 真綿が動かないよう に気をつけ

る。(図12)

③ 巻き終えたスダレに 5ヶ所紐を画く結

ふ;。

図7

図9

(292 ) 

⑦ 水槽を熱湯で、暖めておく。 暖めた水槽に

熱湯を注ぐ。 湯の差は， 巻いたスダレが隠

れない程度の量とする。 その上を， 平均に

20分程度足踏みし， 上下を返し湯を抜き，

さらに熱湯を入れ20分程度踏む。 スダレの

中に撒いた石鹸が溶け終り， 泡が消えたと

ころで一度目の工程を終る。 その際， 水切

りをするよう に踏む。(図13)

⑪ 水切りができたスダレを， 冷水の入って
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いる水槽に入れて20分間踏む。(羊毛はそ

の熱湯と冷水の温度差で縮械する)これを

2 度繰り返す。(図14)

⑪ 水切りをし 羊毛が剥ぎ取られないよう

注意しながらスダレを広げる。(図15)

⑫ スダレの外側に巻治通れた部分は， 温度差

が直接的なため縮械されているが， 中心部

は縮械が十分ではない。

⑬ ⑥と同様に石鹸を均一に撒き， スダレを

殴8

函10

(293 ) 

前回とは逆方向に巻き， 紐で結んでおく。

⑪ ⑬で逆から巻いたスタレを①， ⑬， ⑪の

工程で繰り返す。

⑬ 再びスダレを広げ， 羊毛と他の素材が密

着し全体がフェルト化された状態になった

時が完成の目安である。 これが充分でなし、

時は再びこの工程を繰り返す。

⑬ できあがった意陛フェルトの薄さは， 下

に置かれたスダレが透けて見える程度であ
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る。 乾かないう ちに形を補正し， 凹凸がな

いよう に践し， 平らなところで乾燥させ

る。(国16， 17， 1 8) 

結 果
上記の工程でフエノレ卜を製作したが， 学毛と

臭素材との結合とその美的効果など， 以下問題

点、を含み検証してみた。

① 羊毛のみでは布地として弱L、が， 羊毛に

ナイロンチュールを挟み込む事によりかな

国1 1

図1 3

(294 ) 

り薄手のブニLノL卜地も可能である。 そのた

め透けて見える程薄手に， しかも軽く仕上

Lずることがで、きた。

② 軽くて， 感触が柔かい。 今回使用したス

ーパーファインメリノ羊毛は， 一般に使わ

れているフェルト用学毛より細番手のた

め， 流動的な動きを表現するのには的確な

素材であった。 そのう え縮紋後も羊毛の柔

かさには変化がなかった。 真綿は繭を糸!習
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のまま広げ伸ばし数繭分を重ねていくの

で， 精練繭より空気の含有量も多くなり柔

かさがでる。

① スダレの一本一本の葦の型が， さざ波状

に布地の表面に均一に付き， 光沢を帯び布

地の薄さを強張している。

④ フェルト製作時， 熱湯を使用するためそ

れぞれの素材から多少色落ちする。 そのた

め求める色より濃い色に染めておいた。 し

図1 2

図1 4

(295 ) 

かし完成後 3 種類の素材の色は間色のた

め， 異和感がなかった。

⑤ 真綿は象朕技法で置いてあるが， この方

法は異素材にもなじみ易い。

⑥ 一般の布地としてみた場合， 摩擦に弱L、

という 欠点がある。

上記の結果， 羊毛だけでは表現できないフェ

ルト地に異素材を組み合わせる事により， 平面
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的な布地に立体感を与え更に真綿の光沢で透明

惑を表現することがで、きた。 これはプリント布

地には見られないジオメトリッグな表情を生み

出し効果があったと思われる。

今田は呉素材に真綿とナイロンチューノレを使

用したが， 他の素材との結合はどうか， またそ

の美的効果は得られるかなどは次回の課題とし

たい。 これらのことから， 古い歴史を持つフェ

ルトを天然、繊維や化学繊維といった枠を越えた

図15

図17
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視点に立って， 今後も意庇フェルトとして製作

し， 現在幅広く使われている不織布の特性や繊

維の持つ可能性を追及していきたいと考えてい

る。
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